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種
ケ
嶋
准
教
授
は
心
理
学

や
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
を
講
義

す
る
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

と
臨
床
心
理
学
が
複
合
す
る

領
域
を
、
臨
床
心
理
士
の
有

資
格
者
と
し
て
研
究
し
て
い

る
。ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
心
の
面
か
ら
研
究

す
る
。
臨
床
心
理
学
は
、
精

神
障
害
や
心
身
症
な
ど
の
回

復
、
予
防
、
研
究
が
目
的
。

臨
床
心
理
士
は
、
臨
床
心
理

学
に
基
づ
く
知
識
や
技
術
で

人
間
の
心
の
問
題
を
扱
う
。

例
え
ば
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
ア
ス
リ
ー
ト
が
競
技

へ
の
強
い
不
安
や
緊
張
を
抱

え
た
り
、
摂
食
障
害
や
う
つ

病
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
、

面
談
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
し
て
、
日
常
生
活
や
競

技
に
ど
う
適
応
し
て
い
っ
た

ら
よ
い
の
か
、
時
間
を
か
け

て
一
緒
に
考
え
る
。
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
、
次
の
研
究
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。

種
ケ
嶋
准
教
授
の
主
な
学

術
論
文
の
タ
イ
ト
ル
か
ら

も
、
具
体
的
な
研
究
内
容
が

分
か
る
。
い
く
つ
か
列
挙
す

る
と
「
運
動
部
経
験
者
の
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
関
連
要
因
の
検
討
」「
男

性
中
高
年
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ

に
関
す
る
研
究
」「
競
技
不

安
を
訴
え
て
来
談
し
た
ス
ポ

ー
ツ
選
手
と
の
認
知
療
法
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
不
適
応

に
関
す
る
臨
床
心
理
学
的
研

究
」
な
ど
だ
。

種
ケ
嶋
准
教
授
の
共
著
書

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
『
健

康
』」
も
、
研
究
内
容
の
理

解
に
役
立
つ
。
そ
の
中
の

「『
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
』
神

話
」
と
題
し
た
ト
ピ
ッ
ク
で

「
ス
ポ
ー
ツ
も
取
り
組
み
方

で
心
の
病
を
生
じ
さ
せ
る
」

と
し
て
、
あ
る
女
性
競
泳
選

手
の
事
例
を
紹
介
。
ス
ポ
ー

ツ
の
功
罪
や
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

（
燃
え
尽
き
症
候
群
）
の
心

理
な
ど
に
つ
い
て
、
深
く
考

察
し
て
い
る
。

自
分
に
向
き
合
い
興
味

種
ケ
嶋
准
教
授
は
、
学
生

時
代
に
文
理
学
部
の
体
育
学

科
で
学
ん
だ
。
そ
の
こ
ろ
、

自
分
自
身
の
問
題
と
向
き
合

い
た
い
と
の
思
い
か
ら

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
、
臨
床
心
理
学

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
卒
業
後
は
体

育
学
研
究
室
で
副
手
を

務
め
、
慶
応
大
の
体
育

研
究
所
で
講
師
も
経

験
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

知
見
を
深
め
な
が
ら
、

臨
床
心
理
学
や
サ
イ
コ

セ
ラ
ピ
ー
（
心
理
療
法
）
の

勉
強
も
始
め
た
。

そ
の
後
、
千
葉
県
の
児
童

相
談
所
で
心
理
判
定
員
、
埼

玉
県
の
心
療
内
科
で
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
も
任
さ
れ
た
。

さ
ら
に
東
京
都
公
立
学
校
、

埼
玉
県
公
立
学
校
の
各
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
歴

任
。
子
ど
も
た
ち
の
不
登
校

や
問
題
行
動
な
ど
に
対
応
し

て
、
心
理
学
の
貴
重
な
臨
床

経
験
を
積
み
重
ね
た
。

ほ
ぼ
同
時
期
に
、
聖
徳
大

大
学
院
で
心
理
学
博
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
た
。

臨
床
心
理
士
と
し
て
の
種

ケ
嶋
氏
の
下
を
訪
れ
る
人

（
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
）
は
、
年

間
４
、
５
人
。
数
カ
月
か
ら

数
年
か
け
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
続
け
る
。
各
ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
価
値
観
を
尊
重
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状

と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
け

る
方
法
を
共
に
じ
っ
く
り
と

探
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
に
、
競
技
成
績

や
人
間
関
係
の
不
調
か
ら

「
う
つ
状
態
」
に
な
っ
た
ア

ス
リ
ー
ト
や
「
あ
が
り
」
を

訴
え
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
い

た
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
で
は
な

い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の

学
生
の
中
に
も
「
自
分
の
心

を
強
く
し
た
い
」
な
ど
と
、

心
理
相
談
に
や
っ
て
来
る
ケ

ー
ス
が
複
数
あ
る
と
い
う
。

健
康
的
に
競
技
力
向
上
を

種
ケ
嶋
准
教
授
は
、
今
後

の
主
な
研
究
と
し
て
①
ア
ス

リ
ー
ト
が
健
康
的
に
競
技
力

向
上
で
き
る
心
理
学
的
視
点

を
ど
う
提
供
で
き
る
か
、
と

い
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
・
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
ー
（
心
性
）
の
研

究
②
ア
ス
リ
ー
ト
の
引
退
後

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
停
滞
を

来
さ
な
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
発
達
の
研
究
―
な
ど
を

テ
ー
マ
に
選
び
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

学
生
時
代
は
テ
ニ
ス
に
親

し
ん
だ
。
腕
前
は
コ
ー
チ

級
。
現
在
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

の
テ
ニ
ス
部
顧
問
や
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
研
究
会
の
顧
問
を

務
め
る
。
犯
罪
心
理
を
扱
っ

た
映
画
を
見
る
の
も
好
き

で
、
話
題
作
「
葛
城
事
件
」

が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

休
日
は
学
会
や
研
修
な
ど

で
つ
ぶ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

寸
暇
を
見
つ
け
て
は
、
２
人

の
幼
い
愛
息
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
図
る
。

自
動
車
大
手
ホ
ン
ダ
の
研

究
開
発
を
担
う
本
田
技
術
研

究
所
で
ク
ル
マ
の
振
動
や
騒

音
を
減
ら
す
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
母
校
に
教
授
と
し

て
迎
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
長
周

期
地
震
動
が
超
高
層
ビ
ル
を

揺
ら
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
人
体
の

筋
骨
格
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る

加
齢
や
負
荷
が
人
体
に
与
え

る
影
響
解
析
と
、
研
究
対
象

を
広
げ
て
い
る
。
旺
盛
な
探
究

心
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
。

現
象
を
数
式
化

巨
大
な
台
風
や
地
震
・
津

波
が
日
本
を
襲
う
。
山
が
崩

れ
、
河
川
が
決
壊
す
る
。
建

物
が
倒
れ
、
人
が
流
さ
れ

る
。
異
常
気
象
が
恒
常
化
し

て
い
る
昨
今
、
仮
想
現
実
の

動
画
像
が
テ
レ
ビ
番
組
に
登

場
す
る
。
こ
う
し
た
シ
ー
ン

は
、
数
理
モ
デ
ル
に
よ
り
作

ら
れ
る
。
自
然
現
象
か
ら
自

動
車
の
振
動
や
音
響
特
性
、

人
体
の
動
き
ま
で
、
全
て
の

現
象
は
数
式
で
表
せ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
与
え
て
変

化
を
予
測
す
る
。
こ
れ
が
、

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

「
自
動
車
の
振
動
・
騒
音

は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り

ま
す
。
第
１
に
エ
ン
ジ
ン
が

出
す
騒
音
、
２
番
目
は
道
路

か
ら
伝
わ
る
ロ
ー
ド
ノ
イ

ズ
、
第
３
は
車
体
と
空
気
の

流
れ
に
よ
る
高
周
波
の
空
力

ノ
イ
ズ
。
こ
の
う
ち
私
の
専

門
は
中
周
波
の
ロ
ー
ド
ノ
イ

ズ
で
す
。
振
動
・
騒
音
発
生

の
数
理
モ
デ
ル
を
開
発
し
、

対
策
の
検
討
や
効
果
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
し
ま
す
」

一
見
、
平
ら
に
見
え
る
道

路
の
路
面
に
も
凹
凸
が
あ

る
。
車
体
に
伝
わ
る
シ
ョ
ッ

ク
を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、

車
体
を
安
定
的
に
接
地
さ
せ

る
主
要
部
品
が
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
（
懸
架
装
置
）
だ
。「
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は

操
縦
安
定
性
を
重
視
す
る
の

で
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
が

っ
ち
り
固
め
る
。
柔
ら
か
く

す
る
と
振
動
が
少
な
く
静
か

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

で
き
な
い
。『
走
り
の
よ
さ
』

を
損
ね
る
か
ら
。
操
縦
安
定

性
と
静
粛
性
の
両
立
は
難
し

い
」新

車
開
発
の
初
期
段
階
は

実
車
が
な
い
、
数
理
モ
デ
ル

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
。
そ
の
結
果
を
、
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
や
防
音
対
策
の
設

計
に
役
立
て
る
。

車
の
ノ
イ
ズ
低
減
へ

ホ
ン
ダ
で
は
21
年
間
、
主

に
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
対
策
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
の
成
果
は
主

力
車
な
ど
に
採
用
さ
れ
た
。

研
究
論
文
も
数
多
く
、
一
部

は
公
益
社
団
法
人
自
動
車
技

術
会
の
論
文
賞
を
受
賞
し

た
。「

か
つ
て
は
、
ド
イ
ツ
車
が

お
手
本
で
し
た
」
と
振
り
返

る
。
教
授
就
任
後
も
同
技
術

会
関
東
支
部
の
ベ
ス
ト
・
ペ

ー
パ
ー
賞
を
２
度
受
賞
し
、

「
フ
ェ
ロ
ー
」
と
「
フ
ェ
ロ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
」
の
称
号
を
受

け
た
。

モ
ー
タ
ー
を
併
用
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）、
モ

ー
タ
ー
だ
け
で
走
る
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）、
燃
料
電
池
車

（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
が
主
流
に
な
れ

ば
、
騒
音
対
策
が
不
要
に
な

る
の
で
は
？　
「
た
し
か
に
エ

ン
ジ
ン
音
は
低
下
し
ま
す

が
、
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

欧
州
を
皮
切
り
に
車
外
騒
音

の
規
制
が
強
化
さ
れ
、
基
準

に
適
合
し
な
い
車
は
販
売
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
特
に
タ
イ
ヤ
の
ノ

イ
ズ
低
減
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
」学

生
時
代
に
は
建
物
の
耐

震
対
策
を
研
究
し
た
。
大
学

院
修
了
後
は
、
原
子
力
発
電

所
の
耐
震
計
算
や
、
海
外
プ

ラ
ン
ト
の
構
造
計
算
及
び
基

本
設
計
に
従
事
。
そ
の
後
、

ホ
ン
ダ
に
入
社
し
た
。

野
球
も
研
究
テ
ー
マ

も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て

入
っ
た
メ
ー
カ
ー
も
職
位
が

上
が
れ
ば
管
理
業
務
の
ウ
エ

ー
ト
が
高
ま
る
。「
も
っ
と
研

究
が
し
た
い
」と
考
え
て
い
た

矢
先
、恩
師
が
退
任
。後
任
と

し
て
研
究
室
を
引
き
継
い
だ
。

大
学
で
は
免
震
積
層
ゴ
ム

の
開
発
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
モ
デ
ル
化
な
ど
、
か
つ

て
携
わ
っ
た
建
築
分
野
で
も

企
業
と
共
同
研
究
を
行
う
。

多
様
な
学
部
を
擁
す
る
本
学

な
ら
で
は
の
連
携
研
究
に
も

取
り
組
む
。
ヒ
ト
が
運
動
す

る
際
、
ど
の
部
分
に
ど
の
程

度
の
負
荷
が
か
か
る
か
。
食

事
で
食
物
を
か
む
咬（
こ
う
）

筋
の
動
き
を
「
人
体
数
理
モ

デ
ル
」
で
解
析
。

「
動
き
と
振
動
の
関
係
を

数
理
モ
デ
ル
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
点
で

は
、
ク
ル
マ
も
建
物
も
、
ヒ

ト
の
体
も
同
じ
で
す
。現
在
、

大
好
き
な
野
球
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
解
析
も
準
備
中
で
す
。
こ

の
研
究
で
日
大
野
球
部
に
貢

献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」
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スポーツ科学と臨床心理学の複合領域を研究
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臨床心理士としてカウンセリング
アスリート・メンタリティーの研究も

自動車の振動・騒音解析のエキスパート
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操縦安定性／静粛性の両立に腐心
数理モデル作りコンピューターでシミュレーション

本学軽井沢研修所でスポーツ心理学研究会の
学生たちと

学生が集う研究室で数理モデルの作
成、解析を指導


